
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６５２

基盤研究(C)（一般）

2016～2014

古英語・中英語における迂言的表現―受動構文・完了・進行形・非人称

Periphrastic Constructions in Old and Middle English

２０１２８６２２研究者番号：

小倉　美知子（Ogura, Michiko）

東京女子大学・現代教養学部・教授

研究期間：

２６３７０５７３

平成 年 月 日現在２９   ６   ７

円     3,500,000

研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、英語が形態的に1語では表わせない完了、未来、進行、受動等の構
文を、助動詞を用いることで2語以上の表現方法を確立し、現在のような複雑な時制や態や様々なアスペクトを
示すことができるようになった過程を、そのもととなる古英語・中英語の時代の文献から例証したことにある。
形態的なambiguity を迂言的な手法で補うことにより、現代では「英語らしい」といえる表現法をすでに古英語
の段階から発達させていった様子を、韻文、散文、行間注釈などの文献を綿密に調査することにより貴重な例を
見出すことができたと自負している。

研究成果の概要（英文）：Periphrases are the expressions using mora than two words instead of one. 
Old English lost so many morphologically distinct forms that it needed some device of using 
auxiliary verbs as well as subjunctive forms. In this study I have examined extant texts both prose 
and verse, including interlinear glosses, in Old and Middle English periods, in order to show how 
English developed these periphrastic constructions in expressing perfect　and　future　tenses,　
passive　voice,　progressive　aspect,　reflexive　and　'impersonal'　constructions in contrast with 
simple, personal constructions, in medieval period. Instead of using computer corpora, I have used 
my hands and eyes to investigate texts and contexts, sometimes going back to manuscripts, and have 
found earlier examples than had been found so far in previous studies and, as a result, have 
explained the process of the development of these periphrases as typical features of the English 
language.
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１．研究開始当初の背景 
英語の迂言用法に対する関心はすでに 1986
年に非人称構文、1989 年に再帰構文の中世
英語における調査を行った時から高かった。
ゲルマン語派の言語として動詞の変化形が
形態的には現在形と過去形しかなく、受動形
はhatte 'is/was called' を除いてはbe動詞＋
過去分詞を用いるしかなく、middle voice に
当たる形は非人称と再帰構文を用いるしか
ない状況の古英語が、現在のように時制を確
立し、論理的な表現を整えた言語に発展する
ためには、様々な助動詞を活用する必要があ
ったことは認識されてはいたが、言語理論の
立場をとる論文・著書は多いものの、文献学
的に当時の資料に基づく詳細な研究が少な
いのが現実であった。然るにこの数年間のう
ちに発達した computer corpora によって、
実際の写本・ファクシミリ・刊本に寄らずと
も、website からすでに収録され syntactic 
tag まで付けられた例文を活用して大量の
データを集め分析する論文が、理論の立場で
登場し流行し始めた。しかし syntactic tag 
には様々な問題があり、例文の扱いも適切で
ないものが散見されるようになって、果たし
てその数字やパーセンテージをどの程度信
じられるものか疑問が生じると共に、現代の
native speakerの古英語・中英語の理解度に
も"modernasation"の傾向が強くなっている
ことが分かった。そのため、この迂言化とい
う英語発達史における重要な現象を、文献学
の立場から綿密に研究する必要性を感じた。 
 
２．研究の目的 
およそ迂言用法に関係するすべての構文、す
なわち beon/habban + 過去分詞（完了形）、
beon/wesan + 現 在 分 詞 （ 進 行 形 ）、
beon/wesan/weorðan +過去分詞（受動構 
文）、man-periphrasis, onginnan/beginnan 
+ 不定詞（ to begin） , uton + 不定詞
（hautative expresion）, 法助動詞＋不定詞、
double auxiliary, causative auxiliary, 
anticipatory don 等の構文の中世英語にお
ける用法と発達・衰退・他表現への置換など、
形態的欠如を補おうとした英語が現在の形
に発達するに至った経緯を、韻文・散文・行
間注釈、中英語における方言差など、あらゆ
る角度から調査した。 
 
３．研究の方法 
当然、OED, MED, DOE, Bosworth-Toller 
(and Supplement), HTOED などの基本的
な辞書に収録されている例から調査する。
Computer corpora 一辺倒な調査は受け入れ
られないが、辞書のほとんどがデジタル化さ
れている今日では、使わざるを得ない。しか
しもともと人の手によって作られた
Bosworth-Toller のような辞書に、かなり重
要な例がすでに収録されているのも事実で
あるので、信頼のおけるものはすべて活用し
た 。 ま た 、 Mustanoja (1960), Visser 

(1963-73), Mitchell (1985)などの文法書に挙
げられている例文についてもすべてチェッ
クしておいた。例によっては写本に戻る必要
があるため、デジタル化されていない写本に
ついては渡英の際に  British Library, 
Bodleian Library, University Library 
Cambridge 等において必要箇所の再調査を
行った。そののち、重要な文献については、
ある程度の統計は必須であるため、構文の頻
度、助動詞として用いられる動詞の種類、
alternative expressions などを調べた。古英
語においては詩と散文の違いを重要視する
と共に、聖書や Bede のようにもとのラテン
語との対応がはっきりしている文献につい
ては、ラテンの訳か古英語独自の構文かにつ
いても明らかにした。 
 
４．研究成果 
(1) まず、完了形に関しては、自動詞の場合
は beon, 他動詞の場合は habban を用いる
ことは基本ではあるが、すでに habban が自
動詞においても用いられていることは以前
の論文で明らかにしている。今回の調査では、
beon/wesan +現在分詞の構文が進行形とし
て古英語から用いられたかについて、かなり
の時間を割いて調査した。その結果、動詞に
よっては（例えば fight, live の意味の動詞の
ように）duration を意味するところから進
行形の要素を持ち、Orosius, Anglo-Saxon 
Chronicle とӔlfric’s Catholic Homilies 等
において、現代にも通ずるような例が見られ
るが、全体としては Mustanoja が言うよう
に descriptive な色合いが強いのが古英語の
間の使い方であると結論できた。また、未来
に関しては beon の用法と共に、sculan, 
willan, magan の用法は、行間注釈でのラテ
ンの訳に現われ、それ以外では Cura 
Pastoralis や Bede にわずかに見られるの
みと言ってよい。 
(2) 受動構文と同様に用いられることのある
man-periphrasis は、行為者をはっきりさせ
ない用い方で Anglo-Saxon Chronicle によ
く見られるが、古英語においてはテクストに
よって好まれた感がある。中英語にまで残る
ことになる hatan > haten ’to be called’ の表
現の variation については、Laʒamon’s Brut 
と Cursor Mundi に多くの例が見られる。な
お、hatan に関してはその多義性と多様性か
ら、causative auxiliary との関連でも調査し
た。 
(3) Onginnan/beginnan + 不定詞に関して
は以前にも調査したが、今回は助動詞 don の
発達と合わせての中英語での方言の問題と、
迂言の do のもととなった anticipatory don 
の問題とを分けて調査した。その理由として
は、すでに DOE で認めていたこの用法を
OED においても起源の一つとして認める記
述が加わったことにある。Visser が言及し、
私が 2003 年に強調してから、古英語にも迂
言の do があることを認めるまでにかなりの



年月を要したのは興味深い。また、double 
auxiliary に関しては、東欧の研究者が私の
論文を用いてくれており、英語のみならず他
の言語にも起こりうる現象としてとらえて
いることも分ったので、成果をモノグラフに
する際、最終的にもう少し例を付け加えたい。 
(4) 再帰構文については、人称代名詞と共起
する self の役割を調査することで、新しい例
を複数発見することができた。人称代名詞の
みの構文と self を伴う構文とは中世を通じ
て用いられているが、Chaucer においてはか
なり使い分けがなされるようになる。しかし
初期近代英語までは、どちらの構文も用いら
れている。非人称構文に関しては、人称表現
が古英語から存在するものが多いのだが、理
論言語の立場の著書で、著者が実際に見ては
いない写本の年代に拘って人称表現への移
行時期を遅らせたり、行間注釈の例はラテン
語の訳であるとして認めないなどの記述が
なされており、それを信じる傾向があるため、
review 等により反論するところから始めた。
古英語の与格が前置詞を取るようになる中
英語ではその変化がはっきりするが、14世紀
の後半になっても前置詞の使用はまだ流動
的であることを報告できる。 
(5)  関係節の中に人称代名詞が残る構文は、
古英語・中英語を通じて見られ、初期近代英
語以降は従属節として現代英語的構文に統
一 さ れ て い く 。 こ の た め correlative 
constructions を基本とする古英語から、現
代の relative constructions へと変化してい
く過程を記述することに焦点を合わせた。 
(6) 上記のような研究成果を現在 9 章の構成
で執筆中であるが、12章程度に増やして出版
することも考えている。すでに 3年前、ドイ
ツの出版社から執筆依頼が来ているので、で
きるだけ早く結果をまとめてモノグラフを
完成させる予定である。 
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